
正
な
学
校
配
置
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の

た
び
、「
小
樽
市
立
学
校
の
規
模
・

配
置
の
在
り
方
検
討
委
員
会
」
か

ら
の
答
申
や
昨
年
７
月
の
地
域
懇

談
会
を
踏
ま
え
て
、「
学
校
規
模
・

学
校
配
置
適
正
化
基
本
計
画
」
の

素
案
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
素
案
は
、
こ
れ
か
ら
の
学

校
の
規
模
や
配
置
の
在
り
方
・
方

向
性
を
示
し
た�
基
本
方
針
�と
、

学
校
の
再
編
成
に
当
た
り
進
め
方

を
明
ら
か
に
し
た�
再
編
計
画
�で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
素
案
の
概

要
は
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

計
画
の
策
定
に
向
け
て

　

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
素
案

の
説
明
会
を
下
の
表
の
と
お
り
市

教
育
環
境
向
上
の
た
め
に

　

少
子
化
の
影
響
に
伴
い
、
小
・

中
学
校
に
お
け
る
教
育
環
境
の
整

備
に
つ
い
て
全
市
的
な
見
直
し
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
児
童
・

生
徒
数
は
昭
和　

年
度
の
４
万
１

３３

０
５
９
人
を
ピ
ー
ク
に
、
平
成　
２０

年
度
に
は
８
９
５
６
人
ま
で
減
少
。

さ
ら
に
小
・
中
学
校　

校
の
う
ち
、

４１

７
割
が
小
規
模
校
（
小
学
校　

学
１１

級
以
下
、
中
学
校
８
学
級
以
下
）

と
い
う
状
況
で
す
。
ま
た
校
舎
は

老
朽
化
し
、
新
し
い
耐
震
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
も
の
が
多
く
、

施
設
の
改
修
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
教
育
委
員
会
で
は
、

教
育
環
境
の
向
上
を
図
る
べ
く
適

内
の
小
・
中
学
校
な
ど
で
実
施
し

ま
す
。
ま
た
皆
さ
ん
か
ら
素
案
に

対
す
る
ご
意
見
も
募
集
す
る
予
定

で
す
。
そ
し
て
そ
の
後
、「
学
校

規
模
・
学
校
配
置
適
正
化
基
本
計

画
」
を
年
内
を
め
ど
に
策
定
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
よ

り
良
い
環
境
の
中
で
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
教
育
環
境
の
整
備

は
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
で
す
。
そ
の
た
め
教
育
委
員

会
で
は
、
時
代
の
変
化
に
対
応
す

る
と
と
も
に
将
来
を
見
据
え
な
が

ら
、
必
要
な
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
お
問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
部
学

校
教
育
課
適
正
配
置
担
当
�
�
４

１
１
１
内
線
５
３
３
へ
ど
う
ぞ
。

「「
学
校
規
模
・
学
校
配
置
適
正
化
基
本
計
画
」

学
校
規
模
・
学
校
配
置
適
正
化
基
本
計
画
」

の
素
案
を
作
成
し
ま
し
た

の
素
案
を
作
成
し
ま
し
た

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
築
く
た
め
に

教
育
委
員
会
で
は
、
近
年
の
少
子
化
と
小
・
中
学
校
の
小
規
模
化
を
踏
ま
え
、
教
育
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
た
び
、
学
校
の
再

教
育
委
員
会
で
は
、
近
年
の
少
子
化
と
小
・
中
学
校
の
小
規
模
化
を
踏
ま
え
、
教
育
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
た
び
、
学
校
の
再

編
成
の
指
針
と
な
る
「
学
校
規
模
・
学
校
配
置
適
正
化
基
本
計
画
」
の
素
案
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

編
成
の
指
針
と
な
る
「
学
校
規
模
・
学
校
配
置
適
正
化
基
本
計
画
」
の
素
案
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成２１（２００９）年５月　広報おたる　４

地域説明会の日程
小・中学校会場（いずれも午後６時半から。ただし手宮小は午後７時から）

学校名とき学校名とき学校名とき

豊倉小６月２９日�忍路中央小６月１日�塩谷中５月１２日�

手宮西小６月３０日�天神小６月３日�祝津小５月１４日�

北手宮小７月１日�手宮小６月４日�朝里中５月１５日�

量徳小７月２日�長橋小６月５日�奥沢小５月１８日�

朝里小７月６日�緑小
６月８日�

稲穂小５月１９日�

桜小７月８日�望洋台中潮見台小５月２０日�

銭函小
７月９日�

塩谷小６月９日�忍路中５月２２日�

最上小幸小
６月１０日�

北山中
５月２５日�

松ヶ枝中７月１０日�菁園中長橋中

望洋台小７月１３日�高島小６月１１日�向陽中
５月２６日�

銭函中７月１７日�色内小６月１２日�西陵中

張碓小７月２１日�入船小
６月２５日�

桜町中５月２７日�

桂岡小７月２２日�若竹小潮見台中
５月２８日�

花園小６月２６日�末広中

教育委員会庁舎会場

教育委員会庁舎（花園５-１０- １）　　６月７日�午後１時から

「学校規模・学校配置適正化基本計画（素案）」の概要

５　平成２１（２００９）年５月　広報おたる

【市立小中学校の学校規模及び学校配置の在り方に関する基本方針】

【小樽市小中学校再編計画】

�

�

�

�
�

�

地区ブロック別の学校再編計画

※�～�の地区は前期（２２～２９年度）、��の地区は後期(３０～３６年度)に再編の実施計画を地区別に作成します。

�中央・山手地区 （稲穂、花園、色内１・２丁目、港町、
　　　　堺町、 東雲町、山田町、相生町、入船、富岡、緑、松ヶ枝、
　　　　最上、天狗山）

・小学校（６校）：色内小、稲穂小、花園小、
　　　　　　　緑小、最上小、入船小
・中学校（３校）：西陵中、菁園中、松ヶ枝中

小学校３校
中学校２校�

�塩谷・長橋地区（蘭島、忍路、　
　　　　桃内、塩谷、オタモイ、幸、長橋、旭町）

・小学校（４校）：忍路中央小、塩谷小、
　　　　　　　幸小、長橋小
・中学校（３校）：忍路中、塩谷中、長橋中

小学校２校、中学校１校

�

�朝里地区（桜、船浜町、朝里、
　　　　新光、望洋台、新光町、朝里川温泉）

・小学校（４校）：桜小、望洋台小、
　　　　　　　豊倉小、朝里小
・中学校（３校）：桜町中、望洋台中、
　　　　　　　朝里中、

小学校３校、中学校２校

�

�南小樽地区（住ノ江、住吉町、有幌町、信香町、若松、
　　　　奥沢、天神、真栄、潮見台、新富町、勝納町、若竹町、築港）

・小学校（５校）：量徳小、奥沢小、天神小、
　　　　　　　潮見台小、若竹小
・中学校（２校）：向陽中、潮見台中

小学校２校
中学校１校�

�高島・手宮地区（祝津、赤岩、高島、手宮、梅ヶ枝町、
　　　　末広町、錦町、清水町、 豊川町、石山町、色内３丁目）

・小学校（５校）：祝津小、高島小、北手宮小、
　　　　　　　手宮西小、手宮小
・中学校（２校）：北山中、末広中

小学校２校
中学校１校�

小
・
中
学
校
の
現
状
を
踏
ま
え
て

�
望ましい学校規模
�小規模な学校においての長所はある
　が、多様な人間関係を経験しさまざ
　まな学習形態を取り入れるためには、
　一定の学校規模が必要
�小学校は各学年複数学級でクラス替
　えができる１２学級以上、中学校は各
　教科に専門の担
　当教員が確保さ
　れる規模の学年
　３学級を基本と
　した９学級以上

学校配置
�老朽校舎の改築や耐震化には多額の経
　費が掛かるため、既存の学校施設を活
　用しながら、将来を見通した学校配置
　を実施
�すべての小・中学校を見直す中で望ま
　しい学校規模を確保し、併せて施設の
　改修などを進
　めるため学校
　統合による再
　編を基本と考
　える

　地理的側面や生活圏など地域の現状や特性を踏まえて、望ましい学校規模の確保を目的に検討や協議
をするため、市内を６ブロックに区分して学校再編を行う（下の図を参照）。計画期間は２２年度～３６年度
の１５年間。なお地域により学校の小規模化の状況や施設の老朽化など条件が異なるため、各ブロックを
前期（２２年度～２９年度）と後期（３０年度～３６年度）に分けて進めていく。

学校再編の進め方
�統合学校は、区域内のバランス、校地・校舎の状況や通学での安全、学校立地などを勘案して決定
�統合前後の混乱や不安を解消するよう児童・生徒、教員、保護者間の交流を深めていく
�学校再編に当たっては、ブロックごとに地区実施計画を策定して取り組む
�地区実施計画に基づく統合に当たっては、新たな通学路や校名、校歌、事前交流などについて協議する
　「（仮称）地区学校統合協議会」を設置

�

・小学校（３校）：張碓小、桂岡小、銭函小
・中学校（１校）：銭函中 � 小学校１校中学校１校

�銭函地区（張碓町、春香町、桂岡町、銭函、見晴町、
　 星野町）


